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家庭家庭家庭家庭
か て い

学習学習学習学習
がくしゅう

＋１（＋１（＋１（＋１（プラスワンプラスワンプラスワンプラスワン））））のののの手手手手
て

引引引引
び

きききき    

１．１．１．１．日永日永日永日永
ひ な が

小学校小学校小学校小学校
しょうがっこう

がががが 考考考考
かんが

えるえるえるえる家庭家庭家庭家庭
か て い

学習学習学習学習
がくしゅう

についてについてについてについて    

家庭
か て い

学習
がくしゅう

＋１（プラスワン）を本
ほん

格
かく

的
てき

に取
と

り組
く

み始
はじ

めて３年
ねん

が経過
け い か

しました。ほとんどの子
こ

どもたちに

は取
と

り組
く

みが定
てい

着
ちゃく

してきていますが，さらに有
ゆう

意
い

義
ぎ

な取
と

り組
く

みとなるために，＋１（プラスワン）の行
おこな

い方
かた

や意
い

義
ぎ

を確
かく

認
にん

したいと思
おも

います。 

小学校
しょうがっこう

の学習
がくしゅう

は，将来
しょうらい

子
こ

どもたちが社会人
しゃかいじん

として自立
じ り つ

するための基礎
き そ

となる大切
たいせつ

なものです。学校
がっこう

で

は，様々
さまざま

な取
と

り組
く

みを通
とお

して基礎
き そ

学力
がくりょく

の向上
こうじょう

を図
はか

っていますが，家庭
か て い

との連携
れんけい

を進
すす

め，かつ保護者
ほ ご し ゃ

が子
こ

どもとかかわることで，その効果
こ う か

が何倍
なんばい

にも高
たか

められると考
かんが

えます。学校
がっこう

で学習
がくしゅう

したことを定着
ていちゃく

させ

るために，また，自
みずか

ら学
まな

ぶ力
ちから

をつけさせるために，家庭
か て い

学習
がくしゅう

の習慣
しゅうかん

が子
こ

どもに身
み

に付
つ

くようご協
きょう

力
りょく

く

ださい。 

２．２．２．２．家庭家庭家庭家庭
か て い

学習学習学習学習
がくしゅう

のののの意義意義意義意義
い ぎ

についてについてについてについて    

① 継続
けいぞく

は力
ちから

なり 

学校
がっこう

で学習
がくしゅう

したことを復習
ふくしゅう

することは家庭
か て い

学習
がくしゅう

の基本
き ほ ん

です。特特特特
とく

にににに読読読読
よ

み・み・み・み・書書書書
か

き・き・き・き・計計計計
けい

算算算算
さん

は，は，は，は，毎毎毎毎
まい

日日日日
にち

繰繰繰繰
く

りりりり返返返返
かえ

しししし

練習練習練習練習
れんしゅう

することですることですることですることで定着定着定着定着
ていちゃく

していきます。していきます。していきます。していきます。そして，何
なに

より子
こ

どもの自
じ

信
しん

につながります。 

② 生
い

きた学
まな

び 

日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

でのことを学
がく

習
しゅう

と結
むす

びつけることが大切
たいせつ

です。さらに,学習
がくしゅう

したことを日常
にちじょう

生活
せいかつ

の中
なか

で活用
かつよう

したり，探求
たんきゅう

したりすると単
たん

なる知識
ち し き

ではなく，生
い

きた学
まな

びに発
はっ

展
てん

させることができます。 

＜例
れい

＞ 

 

 

 

 

 

 

 

③ 家族
か ぞ く

の絆
きずな

 

家
か

庭
てい

学
がく

習
しゅう

をしている子
こ

どもに，親
おや

が関
かか

わることは親
おや

子
こ

のコミュニケーションを深
ふか

めることにつながり

ます。子
こ

どもが課
か

題
だい

に向
む

き合
あ

っているときに励励励励
はげ

ましたり，ましたり，ましたり，ましたり，達達達達
たっ

成成成成
せい

したときにしたときにしたときにしたときに誉誉誉誉
ほ

めたりすめたりすめたりすめたりすることで，ることで，ることで，ることで，子子子子
こ

どもどもどもども

のののの意意意意
い

欲欲欲欲
よく

向向向向
こう

上上上上
じょう

につながりますにつながりますにつながりますにつながります。。。。さらに，改善点
かいぜんてん

を親子
お や こ

で見
み

つけることにより，新
あら

たな課題
か だ い

設定
せってい

をすること

ができます。小
ちい

さな達
たっ

成
せい

感
かん

を積
つ

み重
かさ

ねることで，学
がく

習
しゅう

の楽
たの

しさも増
ま

すことができます。 

３．３．３．３．保護者保護者保護者保護者
ほ ご し ゃ

とととと教師教師教師教師
きょうし

のそれぞれののそれぞれののそれぞれののそれぞれの役割役割役割役割
やくわり

についてについてについてについて    

活用
かつよう

・探求
たんきゅう

 

進化
し ん か

・発展
はってん

 

プ ラ ス ワ ン で

計算
けいさん

の 勉 強
べんきょう

を

がんばろう。 

自
じ

分
ぶん

で計
けい

算
さん

して，１０００円
えん

以
い

内
ない

でお

買
か

い物
もの

ができた。割
わり

引
びき

の計
けい

算
さん

もできる

ようになりたいな。 



保護者保護者保護者保護者
ほ ご し ゃ

のののの役割役割役割役割
やくわり

    子子子子
こ

どもどもどもどもがががが学習学習学習学習
がくしゅう

にににに 集 中集 中集 中集 中
しゅうちゅう

できるできるできるできる環環環環
かん

境境境境
きょう

づくりづくりづくりづくりををををおおおお願願願願
ねが

いいいいします。します。します。します。    

 ・子
こ

どもが学
がく

習
しゅう

をしている間
あいだ

は，テレビなどを消
け

してください。 

 ・机上
きじょう

を整頓
せいとん

させてください。 

 ・下
した

敷
じ

きを使
つか

い，削
けず

ってある鉛
えん

筆
ぴつ

で書
か

かせてください。 

 ・規
き

則
そく

正
ただ

しい生
せい

活
かつ

リズムを整
ととの

えさせてください。 

 

子子子子
こ

どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの意欲意欲意欲意欲
い よ く

向上向上向上向上
こうじょう

につながるにつながるにつながるにつながる支支支支
し

援援援援
えん

ををををおおおお願願願願
ねが

いします。いします。いします。いします。    

 ・学 習
がくしゅう

内容
ないよう

を見
み

ていただき，丸
まる

付
つ

けができる内
ない

容
よう

には，必
かなら

ず丸
まる

付
つ

けをしてください。 

 ・直
なお

しがあるときは， 必
かなら

ず最
さい

後
ご

まで直
なお

しをさせてください。 

 ・最後
さ い ご

にサインや励
はげ

ましのコメントをできるときに書
か

いてください。 

教師教師教師教師
きょうし

のののの役割役割役割役割
やくわり

        子子子子
こ

どものどものどものどもの意意意意
い

欲欲欲欲
よく

をををを認認認認
みと

めめめめ，，，，支支支支
し

援援援援
えん

していきます。していきます。していきます。していきます。    

 ・原則
げんそく

，ノートには日
ひ

付
づけ

の記入
きにゅう

かハンコを押
お

して返
かえ

します。 

 ・それぞれの子
こ

どもたちの良
よ

い面
めん

を帰
かえ

りの会
かい

などの全
ぜん

体
たい

の場
ば

で認
みと

め励
はげ

まします。 

 

☆ すでに各学年
か く が く ね ん

に応じて
お う    

＋１（プラスワン）に取り組んで
と  く   

います。１年生
  ねんせい

は１０月
   が つ

から始める
は じ    

予定
よ て い

です。 


